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2８－６ 経営協議会議事概要 

 

日 時 平成2９年３月２１日（火）15:00～16:50 

委 員 駒田学長（議長） 

    青木，志田，鈴木，髙木，向井，村本，渡辺 

山本，鶴岡，尾西，加納，尾藤，伊藤 各委員 

列席者 冨樫，後藤(太)，吉岡，西村，安間，堀，後藤(基) ，新保 各副学長 

武田参与，服部監事，山中監事 

 

◎議事概要の確認 

  28-５の議事概要(案)について，了承された。 

 

Ⅰ 審議事項 

１．平成29年度学内予算配分案について 

尾藤理事から，「資料1」に基づき，平成29年度学内予算配分案につい  

て，予算編成にあたって留意した点，学内予算配分方針（案），収入予 算，  

支出予算についての説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

２．平成29年度年度計画（案）について 

尾西理事から，「資料２，参考資料１・２」に基づき，平成29年度年度  

計画（案）について，年度計画の重点事項を中心に説明があり，審議の結 

果，原案どおり承認された。 

なお，今後，軽微な語句の修正等については，学長一任とする旨の発言 

があり，了承された。 

 

〈主な意見・要望等〉 

○共同研究を平成３３年度までに２００件へ倍増させるためにどのような取り 

組みをしていくのか。 

→URAの配置，コーディネーターの数を増やしたり，設置するサテライトにお

いて地域課題を適切に汲み上げ，本学教員に紹介して，共同研究の件数を増

やしていくことを考えている 

→地域戦略センター等により，URAが動きやすいような組織対組織の基盤作 り

をしっかり行うことを考えている。 
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○附属病院において新たな診療科，診療部門の整備についてとは具体的にどう 

いうものなのか。 

→当面は２つの診療科を考えている。一つは形成外科の講座がなかったことで 

専門医が極めて少ない状況にあったため，４月１日から講座を立ち上げるこ 

ととしている。 

もう一つは内科の中でリウマチ膠原病の領域において，専門医が極めて少 

ない状況から附属病院にリウマチ膠原病センターを設置する計画で現在準備 

をしている。 

 また，リハビリテーションの重要性を考え講座立ち上げており，設置さ 

れれば東海地区で初となる。 

〇膠原病リウマチセンターを内科で考えているようであるが，全国的には整形 

外科が担当しているところ，内科が担当しているところとあるので両者が関 

与して進められれば良いと思う。 

○三重県と三重大学との政策連携については注目されている。 

全国のモデルとなるよう三重県ともさらに連携して取り組んでいきたいので 

協力願いたい。 

○三重県は平成２９年度が様々な防災計画の策定の大変重要な年となるため 

「みえ防災・減災センター」には引き続き協力願いたい。 

○医療従事者の働き方改革について附属病院が県内のリーダーシップをとって 

積極的に取り組んでいただきたい。 

○三重県の南部地域活性化プログラムを踏まえた南部地域の人口減少の歯止 め， 

教育環境の向上についての三重大学の取り組みには感謝している。 

〇伊勢志摩地域のサテライトの拠点の一つを志摩市に設置するとされている が， 

他地域からサテライト設置の要望があることを踏まえ，志摩市に設置する理 

由について丁寧に説明しながら進めていただきたい。 

→サテライトの活動拠点は１箇所の設置のみと考えているものではなく，伊勢 

志摩地域においても複数箇所考えている。 

〇急速な高齢化を迎えることや医療費の増大に向け，スポーツ医科学のような 

形で医療費がかからず健康維持できるような研究開発をしていくとよいので 

はないか。 

 

Ⅱ 報告事項 

１．三重大学の概況について 

三重大学の概況について，山本理事から，「ＣＯＣ＋の進捗状況」，「イ  

ンターンシップの状況」，「卒業生・受験者数・合格者数」について，鶴 
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岡理事から，「市町との連携協定締結（成果と予定）」，「サテライト設 

置と活動（伊賀・東紀州）」，「みえ防災塾：職業実践力カリキュラム」，  

「企業訪問と社長セミナー（成果）」，「共同研究件数・受託研究件数の 

動向」について，後藤(基)副学長から，三重大学振興基金についての報告 

があった。 

 

２．平成29年度経営協議会開催日時について 

学長から，「資料４」に基づき，平成2９年度における経営協議会開催 

予定日についての報告があった。 

 

３．その他 

（１）次回開催について 

   平成29年６月23日（金）13：30から開催することを確認した。 

 

○３月３１日をもって退任する後藤(太)副学長，吉岡副学長，安間副学長， 

後藤(基)副学長，武田参与より挨拶があった。 

 

以上 


